
電話 de詐欺の事例集 
 

船橋市 市民安全推進課（令和 4年 6月発生分） 

 

日 付 令和４年６月１日 

手 口 オレオレ 

被害場所 本町４丁目 

被 害 現金２５０万円 

内 容 

被害者の孫を騙る者が、家の固定電話に電話をかけ「会社の大事なお金をな

くした」「会社に大きな損失が出て補填しなければならない」「お金を用意して

ほしい」と申す。 

その後、自宅に来た者に現金２５０万円を渡した。 

 

日 付 令和４年６月６日 

手 口 還付金 

被害場所 若松２丁目 

被 害 現金約９万円 

内 容 

市役所介護保険課職員を名乗る者が、家の固定電話に電話をかけ「還付金が

２万○○円ある」「申請書を送ったが返信がない」と申す。 

翌日、○○銀行の行員を名乗る者が「手続きに時間がかかる。銀行窓口なら

すぐに還付手続きができる」「どこの銀行と取引しているか」「印鑑、通帳、キ

ャッシュカード、身分証、申請書が必要だ」「住民票が出せるＡＴＭに行ってコ

ールセンターに電話をしてください」その後、コールセンターを名乗る者に言

われるがまま操作したところ、他人名義の口座に現金約９万円を振り込んでし

まった。 

 

日 付 令和４年６月１１日 

手 口 還付金 

被害場所 北本町１丁目 

被 害 現金約６万円 

内 容 

 市役所職員を名乗る者が、家の固定電話に電話をかけ「還付金がある」「申請

書を送ったが返信がない」「再発行する」と申す。 

 翌日、〇〇銀行の銀行員を名乗る者が、「再発行するのでキャッシュカードや

通帳を用意してＡＴＭにいってください」等と申す。その後現金約６万円を振

り込んでしまった。 
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日 付 令和４年６月１６日 

手 口 融資保証金 

被害場所 湊町１丁目 

被 害 現金７７万円 

内 容 

 融資業務を営む株式会社○○の社員を名乗る者が、融資を申し込んだ被害者

にＦＡＸで貸付許可証明書を送信し「新日本ビジネスのタカハシです」「担当の

ノムラから電話させます」と申す。 

 担当者ノムラを名乗る者が数日間にわたり「審査が通った方に案内している」

「申込書に一覧表がある。金額と返済金などを記入し返信してほしい」「本審査

が通った」「設定日は後日連絡する。仮契約書を記入し返信してほしい」「事務

手数料１５．４％はうちの手数料としてもらう」「事務手数料と担保金の振込先

のＦＡＸを送る。お昼までに振込み、連絡してほしい」「振込先は、送金管理窓

口になっている」と申す。それを誤信し、融資を受けるための特約担保金とし

て、他人名義の口座に現金７７万円を振り込んでしまった 

 

日 付 令和４年６月２９日 

手 口 オレオレ 

被害場所 上山町１丁目 

被 害 現金１８０万円 

内 容 

被害者の息子を騙る者が、家の固定電話に電話をかけ「バッグをなくした」

「立て替えてもらったお金を返さないといけない」「１８０万円用意してほし

い」「代わりに信頼できるコンドウという男が取りに行く」と申す。 

その後、自宅に来た者に現金１８０万円を渡した。 

 

※船橋警察署生活安全課から提供された被害事例より抜粋 


